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第５回 羽島市旧庁舎あり方検討委員会 会議要旨 

 

日 時 令和４年２月２８日（月） 午後１時３０分～午後１時４５分 

場 所 羽島市役所 本庁舎４階 第一会議室 

出席者 ＜委 員＞ 

内田委員長、野々村副委員長、富田委員、大野委員、髙木委員、 

味岡委員、坂田委員、北出委員 

＜事務局＞ 

橋本総務部長、浅井管財課長、 

入山管財課庁舎移転管理室長、成原政策参事 

〔傍 聴〕 

傍聴者：２０名（報道機関除く） 

内 容 

 

１ 開会・あいさつ 

委員９名のうち、８名が出席 

 事務局より開会の挨拶 

 議事進行を委員長に依頼 

 

２ 議題 ⑴ 第４回 旧庁舎あり方検討委員会における委員の意見に

ついて「会議要旨（案）の確認」  

前回（第４回）委員会の会議要旨（案）を作成し、各委員への事前配

布により、会議内容及び発言内容の確認を依頼した。期日までに委員か

らの意見・修正依頼が１件あった。改めて、修正した内容にて事前配布

を行った。前回会議要旨（案）の最終的な確認をし、各委員の了承を得

た。 

 

２ 議題 ⑵ 答申書（案）について 

 事務局から資料２（答申書（案））を用いて説明を行う。 

 傍聴者にも資料２（答申書（案））の配布を行う。 

 

事務局： 

 委員長が取りまとめられた旧庁舎あり方検討委員会としての「答申書

（案）」の素案を事前にいただいた。各委員の御意見等を伺うために、事

前に資料２として皆様に配布をさせていただいた。 

 

委員長： 

 これまでの審議結果に基づいて答申書の作成を行う旨を述べる。 

 答申書（案）としては、冒頭に答申の本文を掲載し、別紙に補足とし

て留意事項、審議結果、文化財の検討、旧庁舎の解体について及び総括

を掲載している。 

 また、事前に配布した答申書（案）について、事務局に朗読を求めた。 
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事務局： 

 委員長の要請により、答申書（案）の表頭部分の経緯と主旨を読み上

げ、別紙は、委員各位が既読済みであることとして、読み上げを省略し

た。 

 

委員長： 

 欠席された委員からいただいた、意見を出席委員に説明した。 

 ① 答申書（案）の内容は、最良の結果と考えていること。 

 ② 旧本庁舎の解体に関係して、記録、記憶の保存のために映像だけ

でなく、ミニチュア版での保存の検討を希望すること。 

 ③ 答申の取り扱いについては、一定期間内に方針を決定することが

望ましいこと。 

 

委員長： 

 委員に答申書（案）に対する意見を求める。 

 

 ＜質疑応答＞ なし 

 

委員長： 

 意見等が無かったので、この答申書（案）を本委員会の審議結果とし

て正式な答申書としてよいか委員に対して確認した。 

 

委員： 

 ＜異議なしとの返事あり＞ 

 

委員長： 

 案を削除し、正式な答申書とすることを述べられた。また、答申書の

市長への提出については、委員長より手渡すことを申し添えられた。 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

 


